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世
界
各
国
の
市
場
が
開
放
さ
れ
、
貿
易
と
投
資

が
か
つ
て
な
い
規
模
で
行
わ
れ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
の
発
展
と
い
う
光
に
対
し
、
最
も
暗
い
影

に
あ
た
る
の
が
人
身
取
引
で
あ
る
。
国
、
地
域
そ

し
て
社
会
の
中
に
生
じ
た
構
造
的
格
差
は
、
収
入

不
足
、
教
育
の
欠
如
、
栄
養
失
調
、
麻
薬
、
暴
力
、

性
的
搾
取
、
エ
イ
ズ
感
染
、
社
会
的
排
除
な
ど
の

貧
困
に
よ
る
悪
循
環
を
も
た
ら
し
、
人
身
取
引
は

貧
困
者
が
陥
る
最
悪
の
事
態
で
あ
る
。「
人
間
の

安
全
保
障
」
と
い
う
課
題
の
な
か
で
、
人
身
取
引

は
そ
れ
を
脅
か
す
人
権
侵
害
の
最
た
る
も
の
で
あ

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
発
展
と
共
に
人
身
取
引

の
規
模
が
拡
大
し
て
い
る
現
実
を
私
た
ち
は
正
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
○
○
○
年
の
国
連
ミ

レ
ニ
ア
ム
総
会
に
お
い
て
、「
国
際
的
な
組
織
犯

罪
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
」
お
よ
び
そ

れ
を
補
足
す
る
「
人
（
特
に
女
性
お
よ
び
児
童
）

の
取
引
を
防
止
し
、
抑
止
し
及
び
処
罰
す
る
た
め

の
議
定
書
」（
パ
レ
ル
モ
議
定
書
）
が
採
択
さ
れ
、

二
○
○
三
年
に
発
効
し
た
。
今
日
の
人
身
取
引
問

題
に
対
す
る
国
際
的
な
法
政
策
上
の
重
要
な
第
一

歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
議
定
書
が
有
効
に
実
施
さ
れ
、
人
身
取
引

が
防
止
・
撲
滅
さ
れ
る
に
は
、
人
身
取
引
問
題
の

現
状
に
関
す
る
情
報
や
デ
ー
タ
の
収
集
と
分
析
が

不
可
欠
で
あ
る
。
二
○
○
六
年
四
月
同
議
定
書
の

事
務
局
で
あ
る
国
連
薬
物
犯
罪
事
務
所
（

薬
物
犯
罪
事
務
所
（

犯
罪
事
務
所
（U

nited 

N
ations O

ffice on D
rugs and C

rim
e

＝
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｄ

Ｃ
）
は
、『
人
身
取
引
│
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
タ
ー

ン
』
と
題
し
た
報
告
書
を
公
表
し
た
。
人
身
取
引

に
関
す
る
デ
ー
タ
は
こ
れ
ま
で
複
数
の
国
際
機
関

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
よ
っ
て
特
定
の
地
域
や
国
を
と

り
あ
げ
た
も
の
が
あ
る
が
、
同
報
告
書
は
人
身
取

引
に
つ
い
て
初
め
て
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
に
調
査
し

た
も
の
で
あ
る
。
人
身
取
引
の
被
害
者
の
出
身
国
、

中
継
国
、
到
達
国
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
身
取
引
の
パ
タ
ー
ン
を
国
、
地
域
そ
し
て
グ
ロ

ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に
し
、
一
国
た
り
と
も

人
身
取
引
問
題
か
ら
免
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
現

実
を
突
き
つ
け
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
同
報
告
書

の
内
容
を
紹
介
し
、
人
身
取
引
問
題
に
関
す
る
調

査
研
究
の
課
題
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

●
「
人
身
取
引
」
を
数
値
化
す
る

同
報
告
書
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｃ
と
国
連
地
域
間
犯

罪
司
法
研
究
所
（U

nited N
ations Interregional 

C
rim

e and R
esearch Institute

＝
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
）

が
一
九
九
九
年
三
月
に
開
始
し
た
「
人
身
取
引
に

対
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（G

lobal Pro-

gram
m

e against Trafficking in H
um

an B
eing

＝

Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｔ
）
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
人
身
取
引
防
止

・
撲
滅
の
意
識
を
全
世
界
で
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
た
、
人
身
取
引
に
関
す
る
デ
ー
タ

の
収
集
お
よ
び
分
析
の
結
果
で
あ
る
。
人
身
取
引

の
被
害
者
数
の
正
確
な
把
握
は
そ
の
秘
密
裡
の
犯

罪
と
い
う
性
質
か
ら
難
し
い
。
か
か
る
数
値
の
厳

密
性
に
拘
泥
す
る
こ
と
よ
り
も
、
同
報
告
書
の
重

点
は
、
人
身
取
引
が
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
で
横
行
し
、

国
際
法
と
人
権
を
根
底
か
ら
侵
犯
し
て
い
る
と
い

う
現
象
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。

ま
ず
同
報
告
書
の
調
査
に
お
け
る
デ
ー
タ
収
集

方
法
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｔ
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
は
、
選
定
さ
れ
た
一
一
三
の
機
関
に
よ

っ
て
一
九
九
六
年
か
ら
二
○
○
三
年
の
間
に
公
表

さ
れ
た
人
身
取
引
に
関
す
る
情
報
（
合
計
四
九
五

○
件
）
に
つ
い
て
、
①
人
身
取
引
の
被
害
者
の
出

身
国
、
中
継
国
、
到
達
国
、
②
搾
取
の
種
類
（
性

的
搾
取
か
強
制
労
働
か
）、
③
被
害
者
の
性
別
・

年
齢
（
成
年
か
未
成
年
か
）、
④
犯
罪
者
の
国
籍

・
性
別
の
デ
ー
タ
が
集
め
ら
れ
た
。
情
報
源
で
あ

る
一
一
三
の
機
関
は
世
界
各
地
の
政
府
機
関
、
国

際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
研
究
機
関
、
報
道
機
関
で
あ
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り
、
そ
の
リ
ス
ト
は
同
報
告
書
巻
末
に
付
さ
れ
て

い
る
。
機
関
の
地
理
的
分
布
は
、
二
二
％
が
国
際

的
な
機
関
、
二
九
％
が
西
欧
諸
国
、
一
八
％
が
北

米
、
一
一
％
が
ア
ジ
ア
、
五
％
が
ア
フ
リ
カ
、
同

じ
く
五
％
が
中
・
東
欧
、
四
％
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
、
同
じ
く
四
％
が
オ
セ
ア
ニ
ア
そ
し
て
二
％
が

Ｃ
Ｉ
Ｓ
（
ロ
シ
ア
な
ど
旧
ソ
連
邦
諸
国
）
を
拠
点

と
す
る
。
言
語
上
の
制
約
と
し
て
、
英
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
で
発
信
さ
れ

た
情
報
は
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、

中
国
語
、
ロ
シ
ア
語
な
ど
の
情
報
は
収
集
さ
れ
て

お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
情
報
源
は
北
米
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
の
機
関
に
偏
向
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
収
集
さ
れ
た
四
九
五
○
件
の
情
報
の
う
ち
、

三
七
％
が
国
際
的
な
機
関
、
同
じ
く
三
七
％
が
北

米
、
二
二
％
が
西
欧
諸
国
を
拠
点
と
す
る
機
関
か

ら
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
情
報
数
は
わ
ず
か
一

％
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
他
の
地
域
か
ら
は
さ
ら
に
僅

少
で
あ
る
。

次
に
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の

記
載
方
法
で
あ
る
が
、
例
え
ば
「
二

○
○
二
年
七
月
、
グ
ア
テ
マ
ラ
の
警

察
が
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
か
ら
人
身
売

買
さ
れ
グ
ア
テ
マ
ラ
の
売
春
宿
で
性

的
に
搾
取
さ
れ
て
い
た
エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
の
少
女
九
人
を
救
助
し
た
。
救

助
さ
れ
た
子
供
は
一
四
歳
か
ら
一
七

歳
で
あ
る
。
二
五
歳
、
三
○
歳
の
グ

ア
テ
マ
ラ
人
の
男
二
人
が
逮
捕
さ
れ

た
」
と
い
う
情
報
は
、
人
身
取
引
一

件
と
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
、
①
人
身
取
引

の
被
害
者
の
出
身
国
と
し
て
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、

②
到
達
国
と
し
て
グ
ア
テ
マ
ラ
、
③
人
身
取
引
の

目
的
と
し
て
性
的
搾
取
、
④
被
害
者
と
し
て
、
女
、

未
成
年
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
籍
、
⑤
犯
罪
者
と
し

て
、
男
、
成
人
、
グ
ア
テ
マ
ラ
籍
が
入
力
さ
れ
る
。

こ
の
方
法
で
は
、
被
害
者
や
犯
罪
者
の
人
数
に

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
一
に

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
同
調
査
で
は
被
害

者
の
数
自
体
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し

こ
の
事
例
に
、
未
成
年
に
加
え
成
人
女
性
も
被
害

者
で
あ
っ
て
、
性
的
搾
取
に
加
え
強
制
労
働
も
行

わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
成
人
女
性
、
強
制
労
働

に
も
一
が
入
力
さ
れ
る
。
中
継
国
に
つ
い
て
情
報

が
あ
れ
ば
そ
れ
も
入
力
さ
れ
る
。
被
害
者
の
出
身

国
が
特
定
で
き
な
い
が
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
地
域

が
分
か
れ
ば
、
ア
フ
リ
カ
全
般
と
し
て
入
力
さ
れ

る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
目
的
は
、
各
国
の
被

害
者
数
を
数
え
る
の
で
は
な
く
、
情
報
源
で
あ
る

異
な
る
機
関
に
よ
っ
て
各
国
が
ど
れ
だ
け
言
及
さ

れ
て
い
る
か
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
同
調
査
に
よ

っ
て
一
六
一
の
国
と
特
別
行
政
領
の
名
前
が
挙
げ

ら
れ
た
。
出
身
国
、
中
継
国
、
到
達
国
と
し
て
言

及
さ
れ
た
国
々
は
、
そ
の
情
報
源
数
が
指
数
化
さ

れ
、
そ
の
数
が
多
い
か
ら
少
な
い
に
つ
れ
て
、

「
と
て
も
高
い
」、「
高
い
」、「
中
」、「
低
い
」、

「
と
て
も
低
い
」
に
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
た
（
表
１

参
照
）。

●
人
身
取
引
を
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
み
る

パ
レ
ル
モ
議
定
書
は
「
人
身
取
引
」
を
目
的
・

行
為
・
手
段
か
ら
定
義
す
る
。
①
ま
ず
搾
取
の
目

的
で
あ
る
こ
と
。
搾
取
に
は
、
性
的
搾
取
、
強
制

労
働
、
隷
属
、
又
は
臓
器
の
摘
出
な
ど
が
あ
る
。

②
行
為
は
、
人
を
獲
得
し
、
輸
送
し
、
引
き
渡
し
、

隠
し
、
又
は
収
容
す
る
こ
と
。
③
そ
の
手
段
に
、

暴
力
な
ど
に
よ
る
脅
迫
や
強
制
、
誘
拐
、
詐
欺
、

権
力
の
濫
用
や
脆
弱
な
立
場
に
乗
ず
る
こ
と
、
又

は
他
者
を
支
配
下
に
置
く
者
の
同
意
を
得
る
た
め

に
金
銭
や
利
益
の
授
受
が
行
わ
れ
る
こ
と
。
こ
れ

ら
の
手
段
が
使
わ
れ
れ
ば
、
た
と
え
被
害
者
の
同

意
が
あ
っ
て
も
人
身
取
引
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

手
段
が
使
わ
れ
な
く
て
も
、
被
害
者
が
一
八
歳
未

満
で
あ
れ
ば
人
身
取
引
で
あ
る
。
つ
ま
り
未
成
年

者
の
同
意
は
あ
り
え
な
い
。

同
報
告
書
は
、
人
身
取
引
を
、
人
の
獲
得
、
移

送
そ
し
て
搾
取
と
い
う
、
複
数
の
過
程
の
連
続
と

し
て
と
ら
え
る
。
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
の
地
理

的
広
が
り
を
概
観
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

出
身
国
と
し
て
一
二
七
カ
国
が
報
告
さ
れ
、
地
域

で
は
中
・
東
欧
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
、
ア
ジ
ア
が
も
っ
と
も

言
及
さ
れ
、
西
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・

カ
リ
ブ
地
域
と
続
く
。
中
継
国
と
し
て
は
、
九
八

地
域
と
続
く
。
中
継
国
と
し
て
は
、
九
八

と
続
く
。
中
継
国
と
し
て
は
、
九
八

カ
国
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
出
身
国
か
ら
到
達
国

へ
の
越
境
ル
ー
ト
は
複
数
あ
る
し
、
経
由
す
る
国

も
複
数
で
あ
る
が
、
中
継
国
に
関
す
る
情
報
は
出

身
国
や
到
達
国
に
比
べ
て
少
な
い
。
地
域
で
は
、

中
・
東
欧
、
西
欧
が
最
も
多
く
、
東
南
ア
ジ
ア
、

中
央
ア
メ
リ
カ
、
西
ア
フ
リ
カ
が
残
り
の
多
く
を

占
め
る
。
到
達
国
と
し
て
は
、
一
三
七
カ
国
が
列

挙
さ
れ
、
主
た
る
地
域
は
西
欧
、
ア
ジ
ア
、
北
米

で
あ
る
。
出
身
国
、
中
継
国
、
到
達
国
と
し
て

「
と
て
も
高
い
」、「
高
い
」
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
国

表 1　出身国、中継国、到達国ランキングの分布

（ � � �� � ��Trafficking in Persons: Global Patterns, UNODC, April 
2006, p.118.

情報源数 言及度指数 国数

�身国

1
2-4
5-10
11-23
24-49

とても低い
低い
中
高い
とても高い

13
30
46
27
11

�身国合計 127 �国�国国

中継国

1
2-3
4-5
6-10
11-13

とても低い
低い
中
高い
とても高い

38
19
21
14
 6

中継国合計 98 �国�国国

到達国

1
2-3
4-10
11-24
25-40

とても低い
低い
中
高い
とても高い

29
27
50
21
10

到達国合計 137 �国�国国
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々
は
、
表
２
に
抜
粋
し
た
。
こ
の
他

「
中
」
以
下
に
も
多
く
の
国
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
ほ

し
い
。

搾
取
の
目
的
は
全
体
と
し
て
圧
倒

的
に
性
的
搾
取
で
あ
る
が
、
西
ア
ジ

ア
で
は
四
○
％
が
強
制
労
働
で
あ
る
。

性
的
搾
取
に
比
し
て
強
制
労
働
は
過

少
評
価
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
犯
罪
者
に
関
す

る
情
報
は
、
各
国
に
お
い
て
逮
捕
お

よ
び
訴
追
件
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

五
八
件
の
報
告
し
か
な
く
、
国
籍
で

は
ア
ジ
ア
、
中
・
東
欧
、
西
欧
が
比

較
的
多
い
。
被
害
者
は
、
八
割
が
女

性
で
あ
る
が
、
少
女
、
子
供
、
少
年

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
合
計
す
る
と
全
体

の
半
分
を
占
め
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
、
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
地
域
で
は
成

地
域
で
は
成

で
は
成

人
女
性
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
ア
フ
リ

カ
や
ア
ジ
ア
で
は
過
半
数
以
上
が
子

供
で
あ
る
。
成
人
男
性
の
被
害
者
は
、

各
国
の
制
定
法
に
よ
っ
て
は
人
身
取

引
の
被
害
者
と
判
別
さ
れ
な
い
こ
と

が
あ
る
。

●
人
身
取
引
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
パ
タ
ー
ン
を
描
く

そ
れ
で
は
本
報
告
書
の
メ
イ
ン
で

あ
る
人
身
取
引
の
地
域
的
流
れ
の
分

析
結
果
を
概
説
し
よ
う
。

①
ア
フ
リ
カ
地
域
。
同
地
域
出
身
の
被
害
者
の

到
達
国
は
西
欧
が
最
も
多
く
、
次
に
西
ア
フ
リ
カ

、
次
に
西
ア
フ
リ
カ

次
に
西
ア
フ
リ
カ

が
続
く
。
出
身
国
と
し
て
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
が
「
と

て
も
高
い
」、
ベ
ナ
ン
、
ガ
ー
ナ
、
モ
ロ
ッ
コ
が

「
高
い
」
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
ア
フ
リ

カ
を
到
達
国
と
す
る
被
害
者
の
多
く
は
西
ア
フ
リ

カ
出
身
で
あ
る
。
比
較
的
高
い
割
合
で
ア
フ
リ
カ

が
出
身
国
と
到
達
国
の
両
方
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
同
地
域
内
の
特
に
西
ア
フ
リ
カ
を
中

か
ら
、
同
地
域
内
の
特
に
西
ア
フ
リ
カ
を
中

、
同
地
域
内
の
特
に
西
ア
フ
リ
カ
を
中

心
と
す
る
人
身
取
引
の
傾
向
が
指
摘
さ
れ
る
。
南

ア
フ
リ
カ
で
は
他
地
域
か
ら
の
被
害
者
が
多
く
報

告
さ
れ
て
い
る
。
被
害
者
は
子
供
の
割
合
が
高
く
、

特
に
中
部
ア
フ
リ
カ
で
は
著
し
い
。
ま
た
ア
フ
リ

カ
は
強
制
労
働
の
割
合
が
六
○
％
と
性
的
搾
取
に

比
し
て
高
い
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。

②
ア
ジ
ア
地
域
。
同
地
域
出
身
の
被
害
者
が
同

じ
地
域
内
、
特
に
タ
イ
、
日
本
、
イ
ン
ド
、
台
湾
、

、
特
に
タ
イ
、
日
本
、
イ
ン
ド
、
台
湾
、

特
に
タ
イ
、
日
本
、
イ
ン
ド
、
台
湾
、

パ
キ
ス
タ
ン
に
送
ら
れ
て
い
る
。
出
身
国
と
し
て
、

「
と
て
も
高
い
」
に
中
国
と
タ
イ
、「
高
い
」
に
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、
ラ

オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
が
挙
が
る
。
東
南
ア
ジ

ア
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
の
人
身
取
引
の
主
要

拠
点
で
あ
り
、
タ
イ
は
出
身
国
、
中
継
国
、
到
達

国
の
い
ず
れ
と
し
て
も
「
と
て
も
高
い
」。「
と
て

も
高
い
」
到
達
国
は
他
に
、
日
本
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、

ト
ル
コ
が
あ
る
。
西
ア
ジ
ア
・
ト
ル
コ
で
は
、
Ｃ

Ｉ
Ｓ
か
ら
の
被
害
者
が
多
い
。

③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
。
出
身
国
と
し
て
の
中
・

東
欧
と
到
達
国
と
し
て
の
西
欧
に
二
分
さ
れ
る
。

中
・
東
欧
か
ら
の
被
害
者
は
西
欧
ま
た
は
同
じ
中

・
東
欧
の
国
で
搾
取
さ
れ
て
い
る
。
出
身
国
と
し

て
「
と
て
も
高
い
」
の
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ブ
ル

ガ
リ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
あ
る
。

中
・
東
欧
を
到
達
国
と
し
て
見
る
と
被
害
者
は
Ｃ

Ｉ
Ｓ
か
ら
も
多
い
。
到
達
国
で
あ
る
西
欧
に
は
、

他
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
か
ら
の
被
害
者
が
お
り
、
中

・
東
欧
か
ら
が
最
も
多
く
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
、
ア
フ
リ
カ
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
地
域
が
続
く
。
到
達

国
と
し
て
「
と
て
も
高
い
」
の
は
、
ベ
ル
ギ
ー
、

ド
イ
ツ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
で

あ
る
。

④
Ｃ
Ｉ
Ｓ
。
出
身
国
と
し
て
「
と
て
も
高
い
」

の
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
モ
ル
ド
バ
、
ロ
シ
ア
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
か
ら
の
被
害
者
の
到

達
国
は
、
西
欧
、
特
に
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ

、
特
に
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ

特
に
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ

リ
シ
ャ
、
北
米
を
主
と
し
、
他
に
中
・
東
欧
、
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
日
本
、
キ
プ
ロ
ス
が
あ
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｓ
を
到
達
国
と
す
る
報
告
は
僅
少
で
あ
る
。

⑤
ア
メ
リ
カ
地
域
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ

ブ
地
域
は
主
に
出
身
国
と
し
て
報
告
さ
れ
、
中
継

国
、
到
達
国
で
も
あ
る
。
同
地
域
に
出
身
国
と
し

て
「
と
て
も
高
い
」
国
は
な
い
が
、「
高
い
」
で
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
、

グ
ア
テ
マ
ラ
、
メ
キ
シ
コ
が
挙
が
る
。
被
害
者
の

到
達
国
は
、
北
米
、
な
か
で
も
米
国
が
最
も
多
く
、

、
な
か
で
も
米
国
が
最
も
多
く
、

米
国
が
最
も
多
く
、

西
欧
、
特
に
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、

、
特
に
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、

特
に
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、

英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
同
じ
ラ

、
そ
し
て
同
じ
ラ

そ
し
て
同
じ
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
地
域
内
の
国
、
さ
ら
に

日
本
が
あ
る
。
北
米
は
専
ら
到
達
国
で
あ
り
、
米

国
が
「
と
て
も
高
い
」、
カ
ナ
ダ
が
「
高
い
」
に

ラ
ン
ク
さ
れ
る
。
北
米
に
い
る
被
害
者
の
出
身
国

表 2　出身国、中継国、到達国として「とても高い」「高い」にランクされた国々
指数 ①アフリ�地域 ②アジア地域 ③ヨーロッパ地域 ④ＣＩＳ地域 ⑤アメリ�地域 ⑥オセアニア地域

�身国

とても高い ナイジェリア 中国
タイ

アルバニア��ル�リア��ル�リア�ル�リア
リトアニア�ルー�ニア�ルー�ニアルー�ニア

ベラルーシ��ル�バ��ル�バ�ル�バ�ババ
ロシア���ライナ���ライナ��ライナ

高い

ベナン
�ーナ
�ロッコ

バングラデシュ��ンボジア
イン��ラオス�ミャン�ー
ネパール�パキスタン
フィリピン�ベトナム

チェコ�エストニア
ハン�リー�ラトビア
ポーラン��スロバキア

アルメニア
グルジア
�ザフスタン
�ズベキスタン

�ラジル�コロンビア
�ミニ�共和国�グアテ�ラ
メキシコ

中継国

とても高い

タイ アルバニア��ル�リア
ハン�リー
イタリア
ポーラン�

高い

ミャン�ー
トルコ

ベルギー�ボスニア・ヘルツェゴビナ
チェコ�フランス��イツ�ギリシャ�コソボ
ルー�ニア�セルビア・�ンテネグロ
スロバキア��ケ�ニア

��ライナ

到達国

とても高い イスラエル�日本
タイ�トルコ�トルコトルコ

ベルギー��イツ
ギリシャ�イタリア�オラン��イタリア�オラン�イタリア�オラン��オラン�オラン�

米国

高い

�ンボジア�中国�香港
台湾�キプロス
イン��パキスタン
サ�ジアラビア�アラ�首長国連邦

オーストリア�ボスニア・ヘルツェゴビナ
チェコ�デン�ー��フランス
コソボ�ポーラン��スペイン
スイス�英国

�ナ� オーストラリア

（�������Trafficking in Persons: Global Patterns, UNODC, April 2006, pp.18-20. より筆者作成。 （地域別�アルファベット順�
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ト
レ
ン
ド
・
リ
ポ
ー
ト

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
影
を
正
視
す
る
─
国
連
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
─
グ
ロ
ー
バ
ル
�
�
�
ー
�
�

は
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
ま
た
が
り
、
特
に
Ｃ
Ｉ
Ｓ
、

ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
地
域
か
ら

が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。

⑥
オ
セ
ア
ニ
ア
。
到
達
国
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
が
「
高
い
」。
被
害
者
は
ほ
と
ん
ど
タ
イ
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
、
他
に
は
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
で
あ
る
。

以
上
か
ら
人
身
取
引
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
タ
ー

ン
を
要
約
す
る
と
、
西
欧
、
北
米
、
西
ア
ジ
ア
・

ト
ル
コ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
が
圧
倒
的
に
到
達
地

で
あ
り
、
そ
の
他
の
地
域
は
主
に
出
身
地
で
あ
る

（
図
１
）。
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
中
・
東
欧
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
地
域
は
、
出
身
地
か

つ
到
達
地
と
し
て
も
顕
著
で
あ
る
。
中
・
東
欧
、

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
西
欧
は
中
継
地
で
も
あ
り
、

こ
れ
は
地
域
内
の
人
身
取
引
（
中
・
東
欧
、
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
）
ま
た
は
特
定
の
国
が
最
終
到
達

地
へ
の
中
継
地
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示

す
。
同
じ
地
域
の
中
で
も
、
た
と
え
ば
、
中
・
東

欧
と
西
欧
の
よ
う
に
出
身
国
と
到
達
国
と
い
う
対

極
の
状
況
が
存
在
す
る
。

●
人
身
取
引
に
関
す
る
調
査
研
究
の
課
題

同
報
告
書
の
意
義
は
、
人
身
取
引
問
題
に
国
家

間
協
力
に
よ
る
世
界
規
模
の
緊
急
の
対
応
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
、
国
境
を
越
え
て
世
界
中
の
国
々

が
人
身
取
引
の
被
害
者
の
獲
得
、
移
送
そ
し
て
市

場
と
し
て
関
係
し
て
い
る
と
い
う
犯
罪
の
地
理
的

つ
な
が
り
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
訴
え
る
点

に
あ
る
。
い
ま
や
人
身
取
引
問
題
は
、
開
発
途
上

国
の
経
済
社
会
発
展
そ
し
て
人
間
開
発
を
議
論
す

る
上
で
、
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
グ
ロ
ー
バ

ル
・
イ
ッ
シ
ュ
ー
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
人
身
取
引
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
収
集
は
、

そ
の
犯
罪
行
為
の
性
質
上
極
め
て
難
し
い
。
第
一

の
原
因
は
、
人
身
取
引
自
体
の
定
義
が
各
国
法
上

、
人
身
取
引
自
体
の
定
義
が
各
国
法
上

人
身
取
引
自
体
の
定
義
が
各
国
法
上

異
な
る
こ
と
に
あ
る
。
定
義
自
体
が
狭
す
ぎ
た
り

存
在
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
調
査
研
究
で
は
パ
レ

ル
モ
議
定
書
の
定
義
が
基
準
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、

法
的
な
定
義
に
固
執
す
る
あ
ま
り
、
調
査
対
象
か

ら
遺
漏
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
う
る
。
第
二

に
、
重
要
な
情
報
を
提
供
し
う
る
被
害
者
が
声
を

上
げ
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
い
る
こ
と
に
あ
る
。

被
害
者
は
、
売
春
婦
、
不
法
移
民
な
ど
と
レ
ッ
テ

ル
を
貼
ら
れ
る
「
隠
れ
た
人
口
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

更
な
る
被
害
や
不
法
滞
在
に
よ
る
強
制
退
去
を
お

そ
れ
、
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
被
害
者
か

ら
の
情
報
収
集
に
は
、
被
害
者
を
保
護
し
救
助
す

る
警
察
や
シ
ェ
ル
タ
ー
の
役
割
は
大
き
い
。
第
三

に
、
各
国
に
人
身
取
引
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
一
極

に
集
め
る
シ
ス
テ
ム
が
欠
け
て
い
る
。
国
の
中
で

異
な
る
官
庁
の
デ
ー
タ
が
個
々
に
存
在
し
た
り
、

情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
者
が
政
治
的
意
図
を
も

っ
て
操
作
し
た
り
、
デ
ー
タ
そ
の
も
の
を
収
集
し

て
い
な
い
国
も
あ
る
。

さ
ら
に
人
身
取
引
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て

に
つ
い
て

は
、
被
害
者
の
お
か
れ
て
い
る
経
済
社
会
的
状
況

な
ど
い
わ
ゆ
る
供
給
サ
イ
ド
に
対
し
て
、
需
要
サ

イ
ド
で
あ
る
人
身
取
引
の
市
場
が
存
在
す
る
国
の

経
済
社
会
的
要
素
の
研
究
が
少
な
い
。
人
身
取
引

問
題
は
、
様
々
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
お
り
、
移

民
問
題
、
労
働
政
策
、
人
権
、
保
健
、
法
の
執
行

な
ど
異
な
る
専
門
的
見
地
か
ら
の
複
合
的
な
研
究

が
必
要
と
さ
れ
る
。

同
報
告
書
巻
末
に
は
、
同
調
査
で
国
名
が
挙
が

っ
た
一
六
一
カ
国
に
つ
い
て
国
別
の
レ
ポ
ー
ト
がが

収
録
さ
れ
て
い
る
。
出
身
国
、
中
継
国
、
到
達
国

さ
れ
て
い
る
。
出
身
国
、
中
継
国
、
到
達
国

い
る
。
出
身
国
、
中
継
国
、
到
達
国

と
し
て
の
ラ
ン
ク
が
表
示
さ
れ
、
出
身
国
で
あ
れ

ば
被
害
者
の
到
達
国
、
中
継
国
で
あ
れ
ば
被
害
者

の
出
身
国
、
到
達
国
で
あ
れ
ば
被
害
者
の
出
身
国

が
、
そ
れ
ぞ
れ
高
、
中
、
低
に
分
け
て
示
さ
れ
、

被
害
者
に
関
す
る
情
報
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
各
国
の
国
際
条
約
お
よ
び
議
定
書
へ
の
加
盟
状

況
も
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
各
国
の
情
報
と
し

て
、
人
口
、
一
四
歳
未
満
の
人
口
割
合
、
移
民
率
、

人
間
開
発
指
数
の
世
界
ラ
ン
ク
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

関
す
る
開
発
指
数
の
世
界
ラ
ン
ク
、
汚
職
指
数
、

組
織
犯
罪
指
数
を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー

タ
は
、
各
国
の
出
身
国
・
到
達
国
と
し
て
の
ラ
ン

ク
付
け
と
何
ら
か
の
指
標
の
相
関
関
係
や
人
身
取

引
の
要
因
と
な
る
要
素
を
分
析
す
る
手
が
か
り
と

し
て
、
さ
ら
な
る
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

同
報
告
書
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
人
身
取

引
問
題
に
対
す
る
政
策
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、

人
身
取
引
の
深
刻
度
を
示
そ
う
と
す
る
被
害
者
数

の
カ
ウ
ン
ト
は
必
要
で
は
な
い
。
数
値
の
大
小
に

か
か
わ
ら
ず
人
身
取
引
を
撲
滅
す
る
こ
と
自
体
が

国
際
社
会
の
使
命
で
あ
る
こ
と
を
同
報
告
書
は
如

実
に
示
し
て
い
る
。
同
報
告
書
に
よ
っ
て
到
達
国

と
し
て
「
と
て
も
高
い
」
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
日
本
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図 1　��された�身����も�出身国、中継国、到達国　��された�身����も�出身国、中継国、到達国��された�身����も�出身国、中継国、到達国

主に到達国として
報告された国々

主に出身国として
報告された国々 出身国かつ到達国

（�������Trafficking in Persons: Global Patterns, 
UNODC, April 2006, p.17.
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